
動態把握

GPSが受信できない環境において位置情報を収集し
移動パターンを可視化することで、動線解析を実施し作業効率化！！

デッドレコニング
ジャイロセンサや加速度センサ等で取得された値から、
移動向きや移動距離を計算して現在地を推定する技術のことです。
この技術を歩行者に用いることを、
歩行者自律航法(PDR:Pedestrian Dead-Reckoning)といいます。

◆ メリット
○ インフラ工事が不要
○ 点の集合ではなく線としての軌跡を取得
◆ デメリット
✕ デッドレコニング単体では誤差が累積

デッドレコニングに地図を用いた現在位置補正技術を組み合わせることで、誤差を
減らし、高精度な位置測地を行います。

何ができる？

どうやって？
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マップマッチングと実作業との組み合わせ

例）ピッキング作業にデッドレコニングを用いるケース
在庫システムと連携することでピッキング作業ごとに現在位置を補正することが
可能になり、より高い精度で位置推測をすることが可能。
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マップ上に設定したノードに対してマッチングを実施

マップマッチング手法
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測位点を最も近いノードに対してマッチングすることで
経路補正を行います。

ノード間の距離が短い場合は誤差が大きくなります。

マップによってマッチングアルゴリズムを組み合わせること
でより高い精度で現在位置補正を実施します。
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